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堀
金
文
化
祭
は
11
月
3
日
に
堀
金
総

合
体
育
館
で
ま
ど
い
の
広
場
、
芸
能
祭

が
開
催
さ
れ
、
作
品
は
5
日
ま
で
展
示

さ
れ
た
。

　

午
前
10
時
か

ら
始
ま
っ
た
ま

ど
い
の
広
場
は
、

堀
金
小
・
中
学

校
の
演
奏
活
動

発
表
の
場
と
し

て
芸
能
祭
と
は

別
枠
を
設
け
、

第
19
回
の
開
催

に
な
る
。
最
初

に
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
た
堀
金
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
部
は
「
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ
ン
」「
前
前
前
世
」
な
ど
を
演
奏
し

た
。
堀
金
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
和
太
鼓
講
座
「
赤
鬼
塾
」
は
、

6
月
か
ら
練
習
を
続
け
て
き
た
成
果
を

発
表
し
た
。
多
く
の
大
会
に
出
場
し
て

き
た
堀
金
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
3
年
生

が
引
退
し
て
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
だ
っ
た「
恋
」

を
ダ
ン
ス
と
と
も
に
演
奏
し
た
り
「
グ

ッ
ド
ラ
ッ
ク
」
他
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
付

で
演
奏
し
た
り
し
て
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
は
各
地
区
公
民
館
の

女
性
部
に
よ
る
地
産
地
消
黒
豆
試
食
コ

ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
、
黒
豆
ご
飯
、
黒

豆
ゼ
リ
ー
、
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　

芸
能
祭
は
午
後
0
時
15
分
に
開
会

し
、
23
組
が
出
演
し
た
。
太
鼓
は
堀

　

第
13
回
明
科
地
域
文
化
祭
が
11
月
3

日
か
ら
5
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
長
峰

山
の
紅
葉
と
対
比
す
る
よ
う
に
、
玄
関

入
り
口
に
は
丹
精
し
て
育
て
ら
れ
た
艶

や
か
な
色
の
懸
崖
菊
や
盆
栽
菊
な
ど
が

多
彩
に
飾
ら
れ
、
香
り
と
と
も
に
来
館

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　

１
階
ホ
ー
ル
に
は
「
明
科
い
い
ま
ち

つ
く
ろ
う
か
い
！！
」
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
や
「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
発
表

掲
示
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
明
科
で
見

ら
れ
る
景
色
や
地
域
の
良
い
所
を
探

し
、
明
科
の
別
の
顔
を
再
発
見
す
る
取

り
組
み
も
感
じ
ら
れ
た
。
布
草
履
・
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
羽
子
板
・
水
彩

画
・
油
絵
・
木
彫
な
ど
、
色
彩
も
豊
か

で
繊
細
な
作
品
が
数
々
展
示
さ
れ
た
。

2
階
に
は
写
真
、
押
し
花
絵
、
書
道
、

新
し
い
織
り
方
を
試
み
た
お
雛
様
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
の
織
物
、
明
南
小
・
明
北

小
・
明
科
中
・
明
科
高
校
の
児
童
生
徒

の
作
品
も
展

示
さ
れ
て
お

り
、
作
品
の

質
や
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
改

め
て
感
心
し

た
。
地
域
文

化
祭
は
、
隣

の
人
々
の
知

ら
れ
ざ
る
特

技
や
才
能
を

知
る
良
い
機

金
常
念
太
鼓

女め

が

み

雅
美
、
保

存
会
、
童わ

ら
べ

の

3
グ
ル
ー
プ

が
出
演
し
勇

壮
に
演
奏
、

詩
吟
は
4
グ

ル
ー
プ
が
渋

い
味
を
競
っ

た
。
小
田
多

井
詩
吟
教
室

は
、
常
念
校
長
と
呼
ば
れ
た
「
佐
藤
嘉

市
」
元
堀
金
小
学
校
長
の
業
績
を
構
成

吟
で
発
表
し
た
。
大
正
琴
、
文
化
筝
、

二
胡
、
笛
は
優
美
な
音
色
を
奏
で
、
3

組
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
堀
金
小
学

校
合
唱
部
は
爽
や
か
な
声
を
届
け
た
。

民
謡
と
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
は
そ
れ
ぞ

れ
艶
や
か
な
衣
装
で
発
表
を
し
た
。

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
絵
画
、書
道
、

写
真
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
、
日
常
の
活

動
や
学
習
、
努
力
の
成
果
が
展
示
さ
れ

た
。
各
地
区

公
民
館
出
品

作
品
や
、小
・

中
学
校
児
童

生
徒
作
品
、

堀
金
公
民
館

講
座
「
菊
づ

く
り
物
語
」

で
初
心
者
が

学
び
、
育
て

た
作
品
「
福

助
」
も
展
示

さ
れ
た
。

（
東
山
路
）

会
で
も
あ
る
。

　

3
日
に
は
、
3
月
に
開
催
さ
れ
る
安

曇
野
市
総
合
芸
術
展
実
行
委
員
に
よ
る

作
品
選
考
の
場
面
に
遭
遇
し
、
作
品
を

審
査
す
る
様
子
を
初
め
て
見
た
。

　

4
日
の
お
楽
し
み
サ
ロ
ン
で
は
、
特

別
企
画
と
し
て
「
金
崎
絵
里
子
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
６
年
、
第
6
回
あ
づ
み
の
新
進

音
楽
家
公
開
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
で
好
評
を

博
し
た
演
奏
家
で
あ
る
。
金
崎
さ
ん

は
、
バ
ッ
ハ
の
曲
目
を
得
意
と
し
て
お

り
、
軽
や
か
な
タ
ッ
チ
で
ト
ッ
カ
ー
タ

や
パ
ル
テ
ィ

ー
タ
な
ど
を

演
奏
し
た
。

そ
の
宗
教
的

な
雰
囲
気
の

あ
る
音
色
が

会
場
に
響
き

渡
り
、
厳
か

な
ひ
と
時
を

醸
し
出
し
て

い
た
。

　

5
日
は
、

芸
能
発
表
会

で
あ
っ
た
。

玄
関
横
に
は

消
防
車
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
来
場
者
の
目

を
引
い
て
い
た
。
明
北
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
部
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、
地
域
の

個
人
・
団
体
合
わ
せ
て
30
の
演
目
が

次
々
と
披
露
さ
れ
た
。
ど
の
出
演
者
・

団
体
も
回
を
重
ね
、
努
力
を
さ
れ
て
お

り
、
技
量
の
熟
達
度
が
増
し
た
姿
に
感

服
す
る
盛
秋
の
一
日
と
な
っ
た
。

堀　

金

明　

科
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第
13
回
豊
科
地
域
文
化
祭
は
、
3
か

所
の
会
場
で
10
月
27
日
か
ら
11
月
19
日

ま
で
行
わ
れ
た
。

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
会
場

　

10
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で
、
回
廊
で

の
菊
花
展
、
ホ
ー
ル
の
11
流
派
に
よ
る

華
道
展
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

展
、
ロ
ビ
ー
で
は
茶
会
が
行
わ
れ
た
。

菊
花
展
は
、
大
輪
等
１
６
０
点
余
の
出

展
が
あ
り
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
期
間

中
、
2
日
間
は
雨
天
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
３
０
０
人
を
超
え
る
参
観
者
が

あ
り
盛
況
だ
っ
た
。

豊
科
公
民
館
会
場

　

11
月
3
日
の
芸
能
発
表
会
は
、
25
団

体
４
２
０
人
の
発
表
が
午
後
4
時
ま
で

行
わ
れ
た
。
豊
科
地
域
の
5
つ
の
小
中

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
合
唱
・
吹
奏
楽
・
太

鼓
の
発
表
を
し
た
り
、
豊
科
高
校
演
劇

部
が
演
劇
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
大
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
、ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ

3
団
体
の
発
表
、舞

踊
・
剣
舞
・
オ
カ
リ

ナ
・
尺
八
・
筝
な
ど

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

発
表
が
あ
り
充
実
し

て
い
た
。
盆
栽
展
・

茶
会
は
、
大
ホ
ー
ル

の
ホ
ワ
イ
エ
で
行
わ

れ
た
。
合
わ
せ
て

１
０
０
０
人
を
超
え

　

第
13
回
安
曇
野
市
穂
高
文
化
祭
は
、

10
月
20
日
か
ら
11
月
12
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。

　

穂
高
神

社
境
内
で

は
盆
栽
・

山
野
草
展
、

あ
づ
み
野

菊
花
品
評

会
、
穂
高

人
形
・
御

船
祭
保
存

会
3
教
室

展
が
開
催

さ
れ
、
バ

ス
で
訪
れ

た
観
光
客

ら
も
熱
心

に
見
入
っ
た
。

　

穂
高
会
館
で
は
11
月
3
日
か
ら
5
日

に
か
け
て
総
合
美
術
展
、芸
能
ま
つ
り
、

高
齢
者
作
品
展
、
安
曇
野
緑
の
会
「
安

曇
野
の
外
来
植
物
」
展
、
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
教
室
が
行
わ
れ
た
。

　

芸
能
ま
つ
り
は
3
日
に
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
、
4
日
に
第
一
部
、
5
日
に
第
二

部
が
催
さ
れ
た
。
第
一
部
で
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
の
発
表
を
し
た
穂
高
東
中
学
校

１
年
生
の
青
柳
修
斗
く
ん
、
丸
山
颯
太

く
ん
、
穂
高
南
小
学
校
5
年
生
の
小
林

羽
琉
く
ん
の
3
人
は
「
今
ま
で
は
わ
さ

び
祭
り
な
ど
で
何
度
か
踊
っ
た
が
、
穂

高
文
化
祭
で
は
初
め
て
。
ダ
ン
ス
は
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
け

る
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
11
月
6

日
か
ら
12
日
ま
で

は
公
民
館
大
会
議

室
を
主
会
場
と
し

て
一
般
作
品
の
展

示
が
あ
っ
た
。
写

真
・
絵
画
・
植
物

画
・
手
工
芸
の
藍

染
・
マ
ク
ラ
メ
・
彫

刻
・
絵
手
紙
・
て

ま
り
・
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ト
ル
等
の
出
展
が

あ
り
、
各
地
区
公

民
館
の
ク
ラ
ブ
活

動
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が

え
た
。豊

科
郷
土
博
物
館
会
場

　

豊
科
公
民
館
会
場
と
同
じ
く
11
月
6

日
よ
り
絵
画
・
書
道
・
彫
塑
等
が
展
示

さ
れ
、
絵
画
や
小
中
学
生
の
書
道
の
作

品
が
例
年
よ
り
多
か
っ
た
。
展
示
会
場

と
し
て
専
用
の
造
り
な
の
で
、
見
学
者

は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
じ
っ
く

り
と
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
。

短
歌
大
会
・
俳
句
大
会

　

11
月
11
日
に
行
わ
れ
た
短
歌
大
会

は
、
15
人
か
ら
出
詠
が
あ
り
、
ま
た
19

日
に
行
わ
れ
た
俳
句
大
会
で
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
の
部
に
市
内
の
小
中
高
校
生

１
１
３
２
人
の
投
句
が
、
ま
た
一
般
の

部
で
は
２
４
５
句
の
投
句
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
入
選
や
佳
作
が
選

ば
れ
受
賞
さ
れ
た
。

れ
ど
、
皆

で
ピ
ッ
タ

リ
合
っ
た

時
が
う
れ

し
い
」
と

話
し
た
。

　

第
二

部
は
市

歌
「
水
と

緑
と
光
の

郷
」
を
全

員
で
合
唱

し
ス
タ
ー

ト
し
た
。

あ
づ
み
の

鼓
友
会
の

勇
ま
し
い
太
鼓
や
小
中
学
校
合
唱
部
、

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
、金
管
演
奏
や
吹
奏
楽

な
ど
の
発
表
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
鑑
賞
し
た
。

　

総
合
美
術
展
で
は
書
道
、
工
芸
、
ビ

デ
オ
、
茶
道
、
生
け
花
、
児
童
・
生
徒

に
よ
る
絵
画
、
穂
高
悠
生
寮
、
有
明
高

原
寮
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
煎

茶
道
方
円
流
穂
高
会
に
て
煎
茶
の
体
験

を
受
け
た
穂
高
西
小
学
校
5
年
生
の
滝

沢
優ゆ

う
あ歩
さ
ん

と
3
年
生
の

心こ
こ
み美
さ
ん
姉

妹
は
「
お
茶

が
全
然
苦
く

な
く
て
お
い

し
い
」「
甘

酸
っ
ぱ
い
お

菓
子
と
合

う
」
と
感
想

を
語
っ
た
。

豊　

科

穂　

高
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三
郷
祭
は
、
10
月
21
、
22
日
の
文
化

産
業
展
を
皮
切
り
に
、
28
日
に
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
、
31
日
か
ら
菊
花
展
、

11
月
4
日
の
芸
能
発
表
会
ま
で
半
月
が

か
り
で
開
催
さ
れ
た
。

　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館
で
開
い
た
文

化
産
業
展
は
10
数
団
体
の
作
品
と
個
人

出
品
が
あ
り
、
三
郷
小
・
中
学
校
や
姉

妹
都
市
の
小
中
学
生
の
作
品
が
並
ん

だ
。
体
育
館
入
り
口
の
ロ
ビ
ー
の
天
井

で
カ
イ
ト
ク

ラ
ブ
が
制
作

し
た
凧
が
来

場
者
を
出
迎

え
た
。
三
郷

昆
虫
ク
ラ
ブ

に
よ
る
昆
虫

展
で
は
、
珍

し
い
昆
虫
や

蝶
の
標
本
、

写
真
パ
ネ
ル

が
並
べ
ら
れ

た
。
他
に
も
生
け
花
、
絵
画
、
写
真
、

書
道
、
短
歌
、
ペ
ン
習
字
に
押
絵
や
工

芸
品
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、
三
郷
郷
土

研
究
会
の
7
グ
ル
ー
プ
は
研
究
成
果
を

展
示
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
三
郷
中
学

校
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
三
郷
小
・
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
、
合
唱
部
の
演
奏
や
コ

ー
ラ
ス
、
マ
リ
ン
バ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ベ
ル
、
コ
カ
リ
ナ
、
尺
八
等
の
ク
ラ
ブ

の
演
奏
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、県
歌「
信

濃
の
国
」
を
会
場
全
員
で
合
唱
し
た
。

　

10
月
28
日
、
初
の
試
み
で
あ
る
「
常

念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
堀
金
多
目
的

屋
内
運
動
場
（
常
念
ド
ー
ム
）
で
開
催

さ
れ
た
。
堀
金
に
は
市
民
運
動
会
、
堀

金
一
周
駅
伝
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
地
区
公
民
館
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
あ
る
が
住
民
が
一
堂
に
会
す
る
祭

り
は
な
く
、
地
域
住
民
の
要
望
を
受
け

公
民
館
と
地
域
課
が
企
画
し
、
市
商
工

会
堀
金
支
所
で
実
行
委
員
会
を
つ
く
る

「
ほ
り
が
ね
秋
の
新
興
祭
り
」
と
同
時

に
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
出
展
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
と
ス
テ

ー
ジ
発
表
、

仮
装
行
列
で

構
成
さ
れ

る
。
50
余
り

の
個
人
店
舗

や
団
体
が
手

作
り
の
菓
子

や
工
芸
品
、

ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
衣
類
な

ど
を
販
売
し

た
り
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
行
っ
た
り
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
工

作
、
読
み
聞
か
せ
と
お
話
し
会
、
空
手

道
演
武
、
2
団
体
の
コ
ー
ラ
ス
が
行
わ

れ
た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
来
場
し
た

参
加
者
は
、
買
い
物
や
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

信
州
こ
ど
も
食
堂
は
非
常
食
の
五
目

ご
は
ん
と
ワ
カ
メ
ご
は
ん
、
味
噌
汁
、

　

三
郷
公

民
館
の
ロ

ビ
ー
で
は

菊
花
展
、

講
堂
で
は

芸
能
発
表

会
を
開
い

た
。
芸
能

発
表
会
で

は
安
曇
野

市
の
無
形

民
俗
文
化

財
に
登
録

さ
れ
て
い

る
上
長
尾

の
獅
子
舞

を
上
長
尾
獅
子
舞
保
存
会
が
披
露
し
、

三
郷
義
民
太
鼓
保
存
会
は
伝
統
的
な
太

鼓
を
披
露
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、

華
や
か
な
バ
レ
エ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス

の
演
技
や
公
民
館
講
座
か
ら
誕
生
し
た

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
発
表
、
健
康

体
操
、
リ
ズ
ム
体
操
と
い
っ
た
現
代
の

体
操
も
発
表
さ

れ
た
。
吟
に
歌

謡
、着
付
け
舞
、

三
郷
小
の
6
年

生
が
大
人
と
踊

る
三
郷
音
頭
や

み
さ
と
男
女
共

生
社
会
づ
く
り

会
議
の
寸
劇
、

豊
扇
会
と
小
扇

会
の
艶
や
か
な

舞
踊
が
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　
（
東
山
路
）

甘
酒
、
ス
ー
プ
を
無
料
で
提
供
し
、「
肌

寒
い
の
で
心
身
を
温
め
て
く
れ
た
」
と

好
評
だ
っ
た
。

　

仮
装
行
列
は
堀
金
常
念
太
鼓
・
童わ

ら
べ

、

堀
金
児
童
館
、
堀
金
中
学
校
有
志
、
友

達
同
士
で
チ
ー
ム

を
組
ん
だ
仲
良
し

娘
、
チ
ー
ム
ネ
コ

＆
チ
ー
ム
マ
ル
ナ

カ
の
一
般
応
募
5

組
62
人
が
参
加
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
盛
り
上
げ
た
。

（
東
山
路
）

　

秋
の
安
曇
野
水
ま
つ
り
の

「
お
水
取
り
の
儀
」
が
10
月
17

日
に
明
科
の
犀
川
・
高
瀬
川
・
穂
高
川

の
三
川
合
流
地
点
で
行
わ
れ
、
汲
み
取

っ
た
お
水
を
翌
18
日
に
上
高
地
に
あ
る

穂
高
神
社
奥
宮
の
明
神
池
に
お
返
し
す

る
「
お
水
返
し
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ

た
。
折
良
く
「
お
水
返
し
の
儀
」
の
神

事
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、
盛
秋
の

上
高
地
に
出
向
い
た
。
安
曇
野
を
流
れ

る
水
に
感
謝
を
す
る
祭
事
を
見
た
い
と

い
う
意
識
と
、
上
高
地
の
紅
葉
と
清
ら

か
な
流
水
を
眺
め
た
い
と
の
単
純
な
動

機
だ
っ
た
が
、
奥
宮
神
殿
で
お
祓
い
と

祝
詞
奏
上
を
受
け
る
と
、
厳
か
な
感
謝

の
気
持
ち
に
な
り
、
2
艘
の
船
で
明
神

池
の
水
源
地
に
乗
り
出
し
お
水
を
戻
す

場
面
で
は
、
何
や
ら
涙
が
出
そ
う
な
気

分
に
も
な
っ
た
。
自
然
へ
の
感
謝
と
脅

威
の
二
律
背
反
の
感
情
が
走
っ
た
か

ら
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｓ
）

三　

郷

常
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル


